


l表紙のことばト|

ホタル群れて

繁れた兵士の影を映す

三橋園民

:議案が
(案どおり承認される

高24固
量常総会開催

昼間、この小島の丘にあった高射砲

陣地は、敵爆撃機による襲撃をうけた。

そして10時間経っていた。私は深夜、

対空監視に立った。足下の地面には

何万匹ものホタルが埋めき、その中に、

ぼそっと黒い人影が横たわっている
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一一。それは、この位置で被弾し、戦

死した飯島兵長の人型だと気がっし吐。

艶れた彼の血糊を避けてホタルたち

が作りあげ、た飯島最期の姿で、もあった。

(1944年ニューギニア最前線にて)
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第
包
囲
通
常
総
会
は
、
去
る
5
月
幻
日

ホ
テ
ル
ラ
ポ
ー
ル
千
寿
閣
に
お
い
て
、
多

数
の
会
員
の
出
席
と
来
賓
各
位
の
ご
臨
席

の
も
と
、
司
会
村
松
社
会
貢
献
特
別
委
員

長
、
議
長
八
木
会
長
に
よ
り
順
調
に
進
行

し
、
事
業
計
画
案
を
含
む
全
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
日
年
度
活
動
の

総
括
と
し
て

町
田
税
務
署
の
菅
沼
署
長
を
始
め
署
幹
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挨拶をされる八木会長。



会場には会員160名余りが参加した。

部
の
皆
様
、
そ
し
て
都
税
事
務
所
町
田
支

所
の
鈴
木
支
所
長
、
町
田
商
工
会
議
所
の

草
薙
会
頭
、
東
京
税
理
士
会
町
田
支
部
の

川
西
支
部
長
に
は
、
ご
多
用
の
と
こ
ろ
ご

臨
席
賜
り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。会

員
各
位
に
は
、
平
素
会
の
活
動
に
積

極
的
に
ご
参
画
頂
き
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
今
日
は
こ
れ
か
ら
各
議
案
に
つ
き
ま

し
て
ご
審
議
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

私
ど
も
町
田
法
人
会
は
、
昭
和
お
年
に

ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
弘
年
目
を
迎
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
多
く
の
先

輩
諸
氏
の
ご
努
力
の
結
集
で
あ
る
と
同
時

に
、
関
係
諸
機
関
、
諸
国
体
各
位
の
変
わ

ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撞
の
賜
物
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
方
々
の
ご
支
援
に
対
し
ま
し
て

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
日
年
度
の
会
活
動
は
相
変

わ
ら
ず
、
厳
し
い
環
境
の
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
役
員
各
位
の
積
極
的
な
奉
仕
活
動

と
会
員
各
位
の
協
力
を
得
て
、
健
全
な
納

税
者
団
体
と
し
て
、
本
部
事
業
を
始
め
、

地
区
会
、
委
員
会
、
部
会
の
諸
活
動
は
概

ね
順
調
に
遂
行
し
ま
し
た
。
特
に
会
員
増

強
に
つ
き
ま
し
て
は
、
組
織
委
員
会
、
地

区
会
、
会
員
増
強
特
別
委
員
会
が
積
極
的

に
取
り
組
み
、
そ
の
結
果

m社
が
入
会
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
乙
れ
を
上
回
る

m社

の
退
会
が
あ
り
、
ま
さ
に
環
境
の
厳
し
さ

の
表
れ
で
あ
り
ま
す
。

社
会
貢
献
活
動
で
は
、
さ
く
ら
ま
つ
り

や
福
祉
パ
ザ

l
、
そ
し
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ

ル
フ
大
会
、
公
開
講
演
会
を
盛
大
に
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
日
月
の
『
税
を
知

る
週
間
』
協
賛
事
業
と
し
て

一
般
市
民
を

対
象
と
し
た
公
開
講
演
会
で
は
、
大
勢
の

方
々
に
参
加
し
て
頂
き
、
法
人
会
の
活
動

状
況
を
認
識
し
て
頂
く
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
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更
に
、
道
路
使
用
の
モ
ラ
ル
向
上
と
環

境
美
化
を
願
っ
て
、
東
京
都
と
町
田
市
そ

し
て
町
田
法
人
会
が
協
定
を
結
び
「
東
京

ふ
れ
あ
い
ロ

l
ド
・プ
ロ
グ
ラ
ム
み
ん

な
で
育
て
る
東
京
の
道
」
の
活
動
団
体
と

し
て
正
式
に
認
定
さ
れ
、
現
在
も
年
聞
を

通
じ
て
都
道
3
・
4
・
日
号
線
の
清
掃
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
?
」
の
乙
と
は
、
昨
年

報.6. 
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空襲議議還が療薬どおり簿是認さ執る
、 概 略 ， 68.;食品

議書道4事

9
月
に
開
催
さ
れ
た
法
人
会
全
国
大
会
で
、

私
た
ち
の
活
動
状
況
が
ビ
デ
オ
で
大
き
く

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
全
国
で
は
似
の
法
人
会
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
三
者
協
定
に
よ
る

環
境
美
化
活
動
は
最
初
の
試
み
で
あ
り
、

法
人
会
の
社
会
貢
献
活
動
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

各
地
区
会

・部
会
の
方
々
に
は
お
手
数
を

お
掛
け
し
ま
す
が
引
き
続
き
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

平成15年度の収支(抜粋)

(単位:円)-収入の部
盟国圃巨富盟E草書留醐園田闘臨臨巌齢沼田園田蔵書展郵書量

1，000 2，000 基本財産運用収入

38，978，500 37，500，000 入収費
d合、

2コr

3，556，000 3，310，000 特別 会費収入

10，000，605 9，530，000 入収業事

5，389，200 

9，010，650 

5，226，200 

8，850，650 

補助 金収入

推進 費収入

1，796，492 1，431，500 入~3I. 雑

こ
の
よ
う
に
年
間
の
諸
事
業
は
関
係
各

位
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
お
お
む
ね
順
調
に

遂
行
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協

力
に
対
し
ま
し
て
心
か
ら
感
謝
し
、
併
せ

て
謹
ん
で
ご
報
告
致
し
ま
す
。

今
後
も
同
じ
目
的
を
持
っ
た
多
く
の
皆

様
と

一
緒
に
、
健
全
な
納
税
者
団
体
と
し

て、

「納
税
意
識
の
高
揚
』
を
図
る
と
共
に

納
税
行
政
の
円
滑
な
執
行
に
寄
与
し
、
自

ら
の
企
業
経
営
と
社
会
の
健
全
な
発
展
に

貢
献
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

200，000 

1，634，008 

70，566，455 

4，979，793 

75，546，248 

(単位円)

700，000 

1，186，950 

67，737，300 

4，979，793 

72，717，093 

特定預金取崩収入

当期収入合計 (A)

繰 越 収支差額

@支出の部

繰入金 収入

収入合計 (8)

田園田E富酒量雲量富田盟国園盟国臨噌鍛海田園田園田場選誠司麗

35，690，479 36，882，523 費業事

2，262，324 2，550，000 費E義A
A
E
 

27，472，589 28，260，000 費理件『
E 

特定預金支出 2，000，000 2，000，000 

315，900 

1，634，008 

550，000 

1，186，950 

法人税等引当繰入

出金支繰入

O 1，287，620 費{蒲予

69，375，300 72，717，093 当期支出合計(C)

• 4 3 8 o 

EI 

N 報..0.. 
zコz人

H 

法回

をj
尊1

A 司

町

ご来賓の皆様。

1，191，155 

6，170，948 

ム4，979，793

O 次期繰越収支差額B)-(C)

当期収支差額(A)ー(C)



平成16年度の事業計画・予算の概要

会
・
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど
を
法
人
会
な
ら
で
は

の
内
容
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
区
会
・
部
会
が
実
施
す
る
見
学
研

修
会
・
交
流
会
な
ど
は
異
業
種
な
ら
で
は
の
交

流
の
場
と
し
て
実
り
の
大
き
い
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。
厚
生
事
業
の
生
活
習
慣
病

(成
人

病
)
健
康
診
断
は
、
会
員
の
皆
様
に
と

っ
て
目

に
見
え
る
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

実
施
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
は
、
会
員
の
皆

様
に
直
接
お
届
け
す
る
ご
案
内
の
ほ
か
、
町
田

法
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て

今
年
も
法
人
会
は

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

法
人
会
の
事
業
の
中
で
、
社
会
貢
献
活
動
は

年
々
充
実
し
、
法
人
会
を
大
き
く
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
機
会
と
し
て
重
要
な
事
業
に
成
長
し
ま

し
た
。
法
人
会
主
体
の
公
開
講
演
会
や
道
路
清

掃
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
と
、
福
祉

バ
ザ

l
・
さ
く
ら
ま
つ
り
へ
の
参
加
は
地
域
と

繋
が
り
を
持
っ
き

っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

研
修
事
業
で
は
、
簿
記
講
習
会
・
税
務
説
明

その他の収入

(雑収入・繰入金収入・繰越収支差額など)

11.1 % 7，978，468円

会費収入

51.82% 
37，250，000円

@収入の部
特定預金取収入

0.7% 
500，000円

母支出の部
その他の支出

(特定預金支出・繰入金支出・法人税等)

6.59% 4，737，118円

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

さ
で
、
円
グ
ラ
フ
は
平
成
市
年
度
の
予
算

を
項
目
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
予
算
の
総

額
は

7
1
8
7
万
円
。
前
年
対
比
で
田
万
円
の

減
額
に
留
ま
り
ま
し
た
。

削
減
し
た
理
由
は
、
会
員
数
の
減
少
に
伴
う

会
費
収
入
の
減
少
と
、
事
業
収
入
を
下
方
修
正

し
た
た
め
で
す
。
支
出
の
部
で
は
、
事
業
費
で

印
万
増
額
し
、
そ
れ
ら
に
応
じ
て
島
理
費
で

叩
万
円
減
額
し
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
ま

l
u
七九
。
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平成15年度組織強化功績表彰者名簿

横

山

智

和

石
川

一
郎

石

坂

孝

幸

磁
野

利
彦

志

水

英

宜

新
川

隆

井

上

輝

彰

岩

波

弘

介

大

野

健

一

内

田

孝

斎

藤

孝

夫

宮

和

子

大
川

敏

行

押

田

光

男

塚

本

好

明

木

口

正

栗

原

信

利

伊

田

卓

己

植
木

一
弘

近

藤

正

士

江

成

勝

敏

大
河
久
仁
子

島
野

柴

須
崎

一
男

鈴
木

賢

一

鈴
田

秀
雄

遠

藤

道

雄

(有
)葵
シ
ス
テ
ム

(有
)
石
川
工
務
庖

(有
)
石
坂
商
会

(有
)
犠
野
商
会

(株
)
イ
ヅ
ミ
建
築
設
計
事
務
所

(株
)
イ
卜
l
ハ
ウ
ジ
ン
ク

(有
)
井
上
製
材
所

岩
波
建
設
(
株
)

(株
)
イ
ン
テ
リ
ア
オ
オ
ノ

(
株
)
ウ
チ
ダ

(有
)
工
ス
・
ビ
|
-
ヱ
ム

(
株
)
工
ム
工
ス
シ
ィ

大
川
自
動
車
硝
子
(
株
)

(有
)
押
田
産
業

(有
)
カ
1

レ
ス
キ
ュ
ー
嫁
本

(有
)
ク
ラ
ウ
ン
興
業

(株
)
栗
原

(有
)
ク
ロ
ー
バ
ー

(株
)
弘
文
堂

(株
)
近
藤
油
庖

(
株
)
さ
く
ら
建
物

シ
ー
・
エ
ヌ
・
シ
|
(株
)

(有
)
シ
マ
ノ

(有
)須
崎
米
穀
庖

(有
)
鈴
木
造
花
庖

(有
)
鈴
田
商
庖

(株
)ゼ
ン
コ
ー
ポ
レ

J
ン
ヨ
ン

恐尾露堤千雨根村田田高牧田
神 辻木 葉宮 田田中 島梨野井

敬 嘉隆修 利 隆 一
夫酔賓彦行淳 一 稔 明 一 郎正博

(有
)
田
井
電
化

(株
)
タ
ウ
ン
ツ
ー
リ
ス
ト

(有
)
高
梨
建
設
工
業

(株
)
田
島
商
居

(株
)
田
中
食
器
厨
房

(株
)
タ
ナ
ベ
管
材

タ
マ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
(株
)

(株
)
タ
マ
パ
ー
ク

(株
)
千
葉
伸
栄
ハ
ウ
ス

(株
)
堤
ビ
ル

(有
)露
木
商
庖

(
株
)
電
巧
舎

ト
キ
ワ
美
研
(
株
)

受賞者を代表して牧野さん。

中
川

信
明

中
里

幹

夫

西
山

重
基

萩

原

泰

司

畠

山

初

美

井
上

真
一

林

昭

平

平

田

哲

弘

藤
原

二
郎

藤

原

公

子

村
野

裏
司

久
保
田
忠
司

東

候

実

八
木
下
恒
昭

三
沢

健

二

武

藤

充

村
野

豊
明

八

木

要

山
口

正

山

口

謙

二

山
本

満

虞

渡
辺

栄
治

豊
田

純

一

林

利

文

吉
川

忠
作

木
嶋

一
矢

細

野

敏

雄

• 6 

中
川
木
材
(有
)

中
里
企
画
(株
)

西
山
開
発
(株
)

萩
原
商
事
(株
)

(有
)
畠
山
印
刷
社

(株
)
八
朗
や

(有
)
林
商
庖

(有
)
平
田
薬
品

藤
原
建
設
(株
)

藤
原
建
設
(株
)

(有
)
町
田
園
芸

(有
)
町
田
グ
リ
ー
ン
コ
ル
フ

(株
)
マ
ツ
ヤ
司

(有
)丸
孝
家
具
庖

(有
)
ミ
サ
ハ

(
株
)
武
藤
興
業

(有
)
村
野
製
作
所

八
木
食
品
産
業
(株
)

(株
)
ヤ
マ
グ
チ

(株
)
山
美
興
産

1
U

(
有
)
山
本

(有
)
ユ
|
-
エ
ス
・
シ
|

ユ
タ
カ
電
気
(株
)

8 3 o N 報.A. 
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(有
)
横
浜
4
ン
タ
1

第
一
倉
庫

吉
川
産
業
(株
)

(有
)良
葦

(有
)
和
多
屋



全議案が際警察どおザ承認さ批号事

第24麗通常総禽関纏
無事総会も終わりました。

寺田市長からご祝辞を頂戴しました。

各テーフルでは和やかに懇談。
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l町田税務署長

国屋忍

新
署
長
着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

社
団
法
人
町
田
法
人
会
の
会
員
の
皆
様

方
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
こ
の
度
の
人
事
異
動
で
町
田
税
務

署
長
を
拝
命
し
、
東
京
国
税
不
服
審
判
所

よ
り
参
り
ま
し
た
。

菅
沼
前
署
長
同
様
、

よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

町
田
市
は
、
都
心
に
近
い
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
洗
練
さ
れ
た
街
情
つ

く
り
の
息
吹
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

一
方

で
は
、
多
摩
丘
陵
の
南
端
に
位
置
す
る
変

化
に
富
ん
だ
地
形
で
、
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
、
四
季
折
々
に
色
々
な
表
情
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
土
器
な
ど
の
出
土
品

も
多
く
、
歴
史
的
に
も
貴
重
な
土
地
で
あ

る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

乙
の
よ
う
な
環
境
の
下
で
勤
務
で
き
ま

す
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
、
ま
た
、
同
時

に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

町
田
法
人
会
は
八
木
会
長
を
中
心
に
活

発
な
会
活
動
を
展
開
し
て
お
ら
れ
、
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
で
も
、
お
忙
し
い

事
業
の
傍
ら
、

研
修
会
や
講
習
会
を
通
じ

て
税
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

地
域
社
会
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
「
正
し
い
税
知
識
の
普
及
」

と

「納
税
道
義
の
高
揚
」
に
献
身
的
に
ご

尽
力
頂
き
、

心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
近
の
税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

情
報
化・
国
際
化
の
発
展
な
ど
、
経
済
・社

会
の
構
造
変
化
に
よ
り
、
大
き
く
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
べ
き
税
制

の
構
築
に
向
け
た
本
格
的
な
議
論
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
国
民
の
皆
様
の
税
に
関
す

E税務署では7月10日付けで定期異動が行われました。会員の皆様と特に関わりのある方々を紹介します。

高I1箸長(法人J担当)

木村 長一
法人F課税第l部門統括官

敦賀屋洋一
法人鯨税第2部門統括官

楼井清
法人課税第3部門統括官

東埜優
法人諜税第4部門統M5官

野中 正男
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る
関
心
は
、
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

乙
の
よ
う
な
中
で
、
税
に
直
接
関
わ
る

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
我
が
国
の

税
制
の
大
き
な
柱
で
あ
る
申
告
納
税
制
度

が
円
滑
に
機
能
す
る
よ
う
、
的
確
に
環
境

の
変
化
に
対
応
し
、
適
正
・
公
正
な
課
税

の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
乙
と
が
、

最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

納
税
者
の
皆
様
の
利
便
性
を
図
る
趣
旨

か
ら
、
今
年
の
所
得
税
等
の
確
定
申
告
期
は

2
月
中
の
日
曜
日
を
開
庁
し
、
ま
た
本
年

6

月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
〈
e-市
川

》

と
称
す
る
国
税
の
電
子
申
告

・納
税
シ
ス

テ
ム
に
つ
き
ま
し
で
も
、
皆
様
の
理
解
と

信
頼
を
得
て
早
期
に
定
着
す
る
よ
う
、

努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

税
の
よ
き
理
解
者
で
あ
り
ま
す
法
人
会

の
皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も
よ
り

一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

寺田市長との
懇談会開催

法人課税第I部門審理担当上

森田京子

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
町
田
法
人
会

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の

ご
繁
栄
、
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
私
の
着
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

恒
例
必
な
っ
た
寺
田
市
長
と
の
懇
談
会

が
7
月
幻
自
に
ラ
ポ
l
ル
千
寿
閣
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
理
事
お
名
が
集
い
、

八
木
会
長
の
歓
迎
の
挨
拶
の
後
、
寺
田
市

長
を
囲
ん
で
和
や
か
な
ひ
と
時
が
も
た
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
席
止
、
今
回
初
参
加
の
加

島
助
役
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
氏
は

昨
年
4
月
に
都
主
税
局
か
ら
転
任
さ
れ
、

現
在
は
子
育
て
・
福
祉
・
医
療
な
ど
を
専
門

℃
管
轄
搾
れ
て
川
法
す
。
都
主
税
局
時
代

に
は
東
法
連
と
も
関
係
が
深
く
、
法
人
会

に
は
大
変
親
し
み
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
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以
下
は
市
長
の
お
話
の
要
旨
で
す
。

私
が
市
長
に
な
っ
て
日
年
が
経
ち
ま
し

三一一だ点一一一ちょ中安官一月

JT↑
取
の
転
ザ
滑
…
ー
と
一
共
記
事
古
川

f

ん
で
き
ま
し
た
。
一
部
で
は
景
況
が
上
向

一
く
と
一
吉
わ
一
れ
ま
す
対
抗
一
方
で
時
一
却
代
印
一
三
一
円
一

代
の
自
殺
者
が

3
万
人
以
上
と
い
う
現

実
で
す
。
ま
ず
、
国
と
地
方
自
治
体
の
税

金
配
分
の
お
話
で
す
。
現
在
税
の
分
配
は

v

固
に
神
材
、
地
方

に
初
%
で
す
が
将

来
は
、
高
齢
者
や

T

h

一
福
祉
の
問
題
は
地

γ

人
一
万
一
、
国
交
や
国
一
防

は
国
一
と
仕
事
を
分

担
す
べ
き
と
の
議

論
の
な
か
で

5
対

5
に
し
よ
う
と
進

ん
で
い
ま
す
。
昨
年
川

本
年
と

3
兆
円
の

税
源
が
地
方
に
委

譲
さ
れ
ま
し
た
が
、

γ

日収宇片

ぽ
町
田
に
、
コ
ス
モ
信
金
は
街
角
ギ
ャ
ラ

リ
ー
へ
と
一
、
市
と
乞
て
も
対
葉
を
静
川
て

き
ま
し
た
。
ゆ
と
り
あ
る
人
生
と
い
う
観

点
泊
五
バ
郊
外
γ

ゆ
決
型
各
時
竺
ア
バ
弐
カ

ウ
ン
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
満
足
で
き
る
で
し
ょ

う
が
ゆ
一
一
一
本
三
一
各
地
守
昭
和
初
年
代
の
町
並

み
再
生
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
山
さ
ま

ざ
ま
な
商
信
手
歴
史
の
あ
る
町
並
み
字
、
お

な
じ
み
の
商
底
主
な
ど
と
の
触
れ
合
い
が

衝
を
散
策
し
ゆ
と
り
を
楽
し
む
こ
と
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
池
田

内
部
の
所
得
倍
増
論
や
金
制
卵
と
い
わ
れ

た
中
学
生
の
集
団
就
職
な
ど
を
経
験
し
た

世
代
が
今
、
定
年
時
代
に
入
り
、
市
街
地

を
も
う
一
度
見
直
そ
う
と
い
う
時
期
に
来

て
い
ま
す
。
ご
一
一
の
意
昧
で
か
公
民
館
跡
地

を
文
学
館
と
し
て
再
生
す
る
こ
と
は
、
買

い
物
十
飲
食
の
み
で
な
く
ん
釦
面
的
祉
活
動

の
拠
点
と
し
て
ま
た
、
散
策
し
な
が
ら
文

化
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
層
魅
力

的
な
街
づ
く
り
の
一
助
と
な
る
で
し
ょ
う
。

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
グ
ラ
フ
を
見
ま
し

ょ
う
。
ポ
イ
ン
ト
は
①
所
謂
団
塊
の
世
代

が
人
口
の
ピ
!
ク
で
こ
れ
が
ど
ん
ど
ん
リ
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タ
匂

ヤ
組
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
。
②

m
M

年
後
に
は
日
歳
層
が
激
減
、
つ
ま
り
働

い
わ
噛
る

く
世
代
が
減
り
、
年
寄
り
が
更
に
増
え
る

こ
と

b

①
次
の
ピ
!
ク
は
今
、
お
歳
の
ベ

ビ
J
ブ
!
マ
!
の
世
代
で
す
が
そ
の
後
は

ズ
ン
ド
ウ
型
で
先
々
大
変
な
こ
と
に
な
り

ま
味
一。
日
本
の
人
口
は

1
9
ぷ

0
年
に
川

8
2
8
0
万
人
だ
っ
た
の
が

2
0
0
4

年
は

U
億
人
そ
し
て
印
年
後
に
は
再
び

8
2
0
0
万
人
に
戻
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

団
塊
の
世
代
が
作

っ
て
き
た

G
D
P
M

兆
円
は

2
0
2
0
年
孔
%
減
、

2
0
3
0

年
vM
%
減
と
右
肩
下
が
り
の
経
済
に
な

滋

絞

殺

伊

片

品

設

っ
て
行
き
ま
す
。
世
界
の
ト
ヨ
タ
な
ど
は

好
況
で
す
が
そ
れ
は

一
部
の
話
で
あ
り
、

一
年
遅
れ
で
課
税
さ
れ
る
町
田
市
の
税
収

は
次
年
度
も
肌
億
円
減
と
深
刻
で
あ
り

ま
す
。

を
FW

術
む
平
成
M
H

年
度
の
決
算
勝
支
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。
財
政
力
指
数
と
い
う
の
は

ー
を
上
回
れ
ば
良
し
と
さ
れ
、
町
田
は

1
・0
8
9
と
比
較
的
良
好
で
す
。
ち
な

み
に
全
国

一
は
ト
ヨ
タ
を
抱
え
る
豊
田
市

で
武
蔵
野
市
が

1
・5
7
6
で
二
位
で
す
。

j
団
司
一Hf
z

一
主
副

知
噂
訓
刈ん

i

晶
』
閉
T
リ

武
蔵
野
市
は
人
口
日
万
、
面
積
が
狭
く
、

吉
祥
寺
周
辺
の
み
の
小
さ
な
市
で
大
変
効

率
の
良
い
市
と
言
え
ま
す
。
公
債
費
比
率

は
八
王
子
の
刷
%
川
町
べ
て
町
田
は
口
%
、

地
方
債
残
高
は

1
8
0
0
億
に
対
し
て

加
億
、
積
立
金
は
四
億
に
対
し
て
加
億
と

ど
れ
も
人
口
臼
万
の
八
王
子
よ
り
良
い
内

容
で
す
。
ち
な
み
に
府
中
市
の
積
立
金

m

億
は
競
馬
場
を
抱
え
て
い
る
特
殊
事
情
に

よ
る
も
の
で
す
。
尚
、
町
田
の
積
立
金
は

6
年
後
の
市
庁
舎
建
替
え
の
た
め
の
積

立
金
で
す
。

…

昨
今
冬
の
ソ
ナ
タ
等
、
韓
流
と
雷
い
ま

す
か
大
変
な
韓
国
ブ

1
ム
で
女
房
・娘
が

冬
ソ
ナ
を
見
て
韓
国
に
行
ζ

う
よ
な
ど
と

L
M
V
A

持

一
一
一
口
っ
て
い
ま
す
が
、
我
が
日
本
も
え
過
去

暗

に
仏
駐
日
大
使
の
ポ
}
ル
ク
ロ

l
デ
ル
に

よ

っ
て
「日
本
人
は
貧
し
い
が
、
国
民
性

は
高
貴
で
あ
る
。
地
上
で
滅
ぼ
し
て
は
な

ら
な
い
国
を
ひ
と
つ
だ
け
挙
げ
ろ
と
言
わ

れ
れ
ば
そ
れ
は
日
本
で
あ
る
』
と
い
う
ほ

ど
の
評
価
を
得
、
ま
た
れ
私
が
か
守
て
ネ

パ
l
ル
を
訪
れ
た
と
き
は

N
H
K
の
『
お

し
ん
』
が
大
人
気
で
し
た
が
、
こ
れ
も
ま

さ
に
閤
苦
欠
乏
に
耐
え
て
日
本
を
作
り
上

げ
た
国
民
性
が
イ
ン
ド
の
人
達
の
心
を
捉

え
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
今
の
日
本
は

ふ
W
4
1
ダ
子
高
齢
化
と
大
変
苦
し
い
と
き
で
す
が
、

な
ん
と
か
子
育
て
支
援
な
ど
の
方
策
を
通

じ
、
も
う
ひ
と
り
産
も
う
か
な
と
若
い
人

達
に
思
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
皆
さ
ん
で

元
気
の
あ
る
国
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
今
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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区会の

nもニポ
鶴
川
第
3
地
区
会

計総
会
&
健
康
講
座
刃
包
ユ
竺

へ

も

に

必

グ

車

、

、

¥

鶴
川
第
3
地
区
会
で
は
、
地
区
総
会
の

折
に
健
康
講
座
と
し
て
社
団
法
人
東
京
都

誠
灸
師
会
理
事

・町
田
市
錨
灸
師
会
会
長

の
榎
本
誠

一
先
生
を
講
師
に
迎
え
て
、
自

分
で
手
軽
に
出
来
る
療
法
を
教
え
て
頂
い

て
い
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら
、
誠
治
療
が

痛
み
に
効
く
訳
、
ギ

ッ
ク
リ
腰
と
慢
性
腰

痛
の
遣
い
、
ツ
ボ
の
位
置
に
つ
い
て
図
解

解
説
し
て
項
き
、
マ
ジ

ッ
ク
で
印
を
付
け

て
実
技
を
お
こ
な
い
ま
す
。
初
分
も
す
る

と
和
気
あ
い
あ
い
と
、
先
生
に
い
ろ
ん
な

質
問
が
飛
び
会
場
は
さ
な
が
ら
臨
時
施
術

所
に
な
り
ま
す
。
?」こ

2
年
は
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
て
「
自
律
神
経
免
疫
療
法
」
等
を

解
り
易
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
「
自
分
で
出
来
る
爪
も
み
療
法
」

で
は
、
指
先
の
ツ
ボ
を
電
子
ハ
リ
で
刺
激

す
る
療
法
で
し
た
の
で
、
自
分
で
手
軽
に

何
時
で
も
す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

頭
脳
を
使
う
研
修
よ
り
も
身
体
を
使
つ

て
健
康
に
な
る
楽
し
い
健
康
講
座
。
如
何

で
し
ょ
う
か
・:
。

(
村
松
調
敏
)

原
町
田
第
1
・
第
2
地
区
合
同

「
往
復
貸
切
パ
ス
で

ゆ
っ
た
り
の
コ
ル
ヲ
コ
ン
ペ
」

去
る

6
月
日
日
、
恒
例
の
原
町
田
地
区

合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
参
加
者
お
名
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

早
朝

5
時
必
分
迎
え
の
パ
ス
で
出
発
。

軽
い
朝
食
と
法
人
会
研
修
ビ
デ
オ
を
見
な
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が
ら
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
、
現
地

〈富

士
ゴ
ル
フ
コ

l
ス
〉
に
到
着
し
ま
し
た
。

梅
雨
入
り
本
番
の
中
、
こ
の
日
の
天
気

は
五
月
晴
れ
で
、
富
士
山
も
笑
顔
で
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。
山
中
湖
畔
の
リ
ゾ
ー
ト

コ
l
ス
で
の
競
技
終
了
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
た
っ
ぷ
り
の
成
績
発
表
と
懇
親

会
で
次
回
も
参
加
す
る
と
い
う
声
も
多
く

皆
さ
ん
大
満
足
の
一
日
で
し
た
。
幹
事
さ

ん
の
ご
苦
労
の
お
陰
で
す
。
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

(
水
岡

相
原
地
区
会
パ
ス
研
修
会

「熱
海
花
火
見
物
」

8
月

5
日、

不

安

定

の

天
気
模
様

で
心
配
し

な
が
ら
相

原
を
出
発
。

税
の
ビ
デ
オ
、

進

税
金
ク
イ
ズ
で
頭
を

一

捻
り
し
て
い
る
内
に
、
青
空
が
顔
を
出
し

「や

っ
ぱ
り
相
原
地
区
会
は
日
頃
の
行
な

い
が
い
い
ん
だ
ね
」
と
の
声
。

ホ
テ
ル
に
着
き
温
泉
に
浸
か
り
、

美
味

し
い
お
食
事
と
カ
ラ
オ
ケ
で
の
懇
親
会
。

そ
れ
ぞ
れ
に
話
に
花
が
咲
き
、
そ
し
て
お

持
ち
か
ね
の
花
火
。
ワ
l
す
ご
い
!
歓
声

と
共
に
想
い
を
胸
に
抱
き
な
が
ら
、
帰
り

の
パ
ス
に
て
俳
句
を
披
露
。
相
原
の
方
達

の
詩
人
ぶ
り
を
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。

お
ち
ょ
こ
酒
う
つ
る
花
火
に

か
が
や
く
花
火

夏
の
夜

君
想
う

ダ
イ
ヤ
か
な

色
と
り
ど
り
に

う
っ
と
り
し

っ
と
り

熱
海
の
夜

波
の
音

花
火
散
り

花
火
見
る

二
重
奏

宵
の
花
火
と

今
月
今
夜
の

二
人
は
す
で
に

せ
つ
な
さ
よ

舞
い
上
り

ひ
さ
し
ぶ
り

花
し
ぶ
き

花
火
音

花
火
に
て

色
と
り
ど
り
の

貫

一
お
宮
が
目
を
さ
ま
す

親
睦
深
め
る

法
人
会

(
橋
野
敏
明
)
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女性部会・
第23固定時総会

『般若心経をよんで』

p
h

d

月
日
日
、
第
お
固
定
時
総
会
が
ラ

ポ
l
ル
千
寿
閣
に
て
、
多
数
の
ご
来
賓
の

方
々
と
部
会
員
の
皆
様
に
出
席
し
て
頂
き
、

全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
年
間
行
事

は
そ
の
都
度
担
当
役
員
さ
ん
の
創
意
工
夫

に
よ
り
企
画
実
行
さ
れ
ま
す
が
、
昨
年
度

も
例
年
に
劣
ら
ず
ご
協
力
を
頂
き
盛
会
裡

に
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
を
ホ

ッ
と
す
る

と
共
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昼
食
懇
親
会
は
美
味
し
い
お
食
事
に
舌

鼓
を
打
ち
な
が
ら
和
や
か
な

一
時
を
す
ご

し
ま
し
た
。

議長の坂田部会長。

第
三
部
の
講
演
会
で
は
鶴
見
女
子
大
学

名
誉
教
授
の
角
家
文
雄
先
生
よ
り
〈般
若

心
経
〉
を
や
さ
し
く
解
釈
さ
れ
た
お
話
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。

耳
馴
れ
て
い
る
も
の
の
、
な
か
な
か
ど

う
い
う
内
容
な
の
か
知
る
機
会
が
な
く
、

ま
た

一
度
聞
い
て
も
理
解
が
出
来
る
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
に

6
つ
の
修

業
〈
六
波
羅
蜜
多
〉
が
あ
り
ま
す
。一

、
布

施
:
・
人
に
施
し
を
す
る

こ
、
持
戒
・:
自

分
を
戒
し
め
る

三
、
恋
辱
・
:
じ
っ
と
耐

え
て
辛
抱
す
る
四
、
精
進
:
・
毎
日
の
仕

事
に
励
む
五
、
禅
定
:
・心
を
お
ち
つ
け

る
六
、
知
恵
・
:
知
恵
を
働
か
せ
る
こ

れ
ら
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
と
い

う
の
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

イ
ラ
ク
の
紛
争
や
幼
児
虐
待
、
子
供
の

殺
傷
事
件
な
ど
毎
日
マ
ス
コ
ミ
か
ら
流
れ

る
情
報
に
空
恐
ろ
し
い
こ
と
が
続
く
昨
今
、

人
へ
の
思
い
や
り
ゃ
物
事
を
ど
の
様
に
解

釈
す
れ
ば
良
い
の
か
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
止

っ
て
考
え
自
分
を
見
直
す
良
い
機
会
で
し

た
。

(
坂
田
弘
子
)
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ふ
ブ
回
の
見
学
研
修
会

は
椿
山
荘
で
の
お
食
事
と

ホ
タ
ル
観
賞
を
メ
イ
ン
に
、

葛
飾
区
の
し
ば
ら
れ
地
蔵
参

し
よ
う
ぷ

拝
と
菖
蒲
観
賞
を
盛
り
込

み
実
施
致
し
ま
し
た
。

6
月
お
日
梅
雨
半
ば
、

天
候
に
恵
ま
れ
参
加
者
日

名
は
午
後

2
時
に
町
田
を

出
発
致
し
ま
し
た
。
パ
ス

の
中
、
坂
田
部
会
長
の
挨

拶
の
あ
と
、
早
速
税
の
大

切
さ
を
確
認
で
き
そ
う
な

ビ
デ
オ
〈
税
つ
て
な
ん
だ

ろ
う
?
〉
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

週
中
の
昼
下
り
、
道
路
の
渋
滞
も
無
く

予
定
時
間
に
水
元
公
園
に
着
き
ま
し
た
。

菖
蒲
の
盛
り
は
過
ぎ
て
い
ま
し
た
が
広
い

公
園
を
散
策
し
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
池
の
ほ

と
り
の
ベ
ン
チ
で
憩
い
を
と
っ
て
い
る
人

に
声
を
か
け
て
み
た
り
、
昔
な
が
ら
の
ア

イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を
売
っ
て
い
る
人
と

話
し
た
り
「
こ
こ
も
東
京
?
」
と
思
わ
さ
せ

ら
れ
る

一
時
を
味
わ
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

女性部会・見学研修会

『夕涼みほたる観賞の夕べ』

ての蔵地れら4
6
 

1
U
 

す
ぐ
近
く
の
し
ば
ら
れ
地
蔵
に
も
参
拝

致
し
ま
し
た
。
願
い
事
を
す
る
時
は
縄
で

縛
り
、
願
い
が
叶
え
ば
解
く
と
い
う
風
習

が
あ
る
と
言
わ
れ、

盗
難
除
け
、
厄
除
け

な
ど
あ
ら
ゆ
る
願
い
ご
と
が
叶
う
と
言
う

こ
と
で
、
何
人
か
の
方
が
願
い
ご
と
を
秘

め
縛
っ
て
い
ま
し
た
。

夕
刻
予
定
時
に
椿
山
荘
に
着
き
ム

l
ド

は
変
わ
り
ま
し
た
。一

年
中
で

一
番
畳
の

長
い
時
な
の
で
あ
た
り
は
ま
だ
明
る
い
中
、

デ
ィ
ナ
ー
バ
イ
キ
ン
グ
の
会
場
へ
と
案
内

さ
れ
ま
し
た
。
神
蔵
前
部
会
長
に
お
食
事

の
会
が
よ
り
楽
し
く
盛
り
上
が
り
ま
す
よ

う
乾
杯
の
ご
発
戸
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

「
ど
の
企
業
も
存
続
と
発
展
の
た
め
に
は

常
に
ア
イ
デ
ィ
ア
が
必
要
で
す
。
都
心
の

夕
べ
、
ホ
テ
ル
の
庭
園
に
ホ
タ
ル
を
飛
ば

し
て
お
客
様
を
楽
し
ま
せ
る
ア
イ
デ
ィ
ア

な
ど
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
私

達
も
女
性
の
感
性
を
活
か
し
て
努
力
し
ま

し
ょ
う
。
乾
杯
」

和
や
か
に
お
食
事
も
進
み
、
辺
り
も
よ

う
や
く
暮
れ
馴
染
み
、
ホ
タ
ル
観
賞
の
雰

囲
気
に
な
り
ま
し
た
。
美
し
く
整
備
さ
れ

た
庭
園
に
ホ
タ
ル
が
群
れ
飛
ぶ
光
景
を
勝

手
に
想
像
し
て
い
た
私
に
は
、
都
会
の
ホ

タ
ル
は
少
し
シ
ャ
イ
な
の
か
な
と
思
わ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
健
気
に
光
を
放
っ
て

私
達
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

帰
路
に
着
き
担
当
グ
ル
ー
プ
の
青
戸
副

部
会
長
よ
り
、
安
全
運
転
に
努
め
て
下
さ

っ
た
パ
ス
の
運
転
手
さ
ん
、
そ
し
て
参
加

さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
ス

ム
ー
ズ
に
研
修
会
が
実
行
出
来
た
こ
と
を

心
よ
り
感
謝
す
る
意
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、

一
同
明
日
へ
の
活
力
を
新
た
に
研
修
を
終

わ
り
ま
し
た
。
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源泉部会・研修会

『税務と社会保険に
ついて』

ハh
U
月
四
日
、
法

人
会
事
務
局
に
お
い

て
お
名
の
参
加
を
得

て
源
泉
部
会
研
修
会

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

源
泉
部
会
は
、
源

泉
所
得
税
の
大
口
徴

収
義
務
者
を
対
象
と

し
て
組
織
さ
れ
、
必

要
な
法
規
等
の
研
修

を
行
う
と
と
も
に
会
員
相
互
の
交
流
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
前
段
で
『
源
泉
所
得
税
の
基
礎

と
改
正
点
』
に
つ
い
て
、
後
段
で
は

『改
正

さ
れ
た
年
金
法
」
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し

た
。ま

ず
『
源
泉
所
得
税
の
基
礎
と
改
正
点
」

を
テ

l
マ
に
、

町
田
税
務
署
法
人
課
税
第

二
部
門
の
梅
津
統
括
官
自
作
に
よ
る

9

ペ
ー
ジ
に
亘
る
資
料
で
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

1
所
得
税
の
源
泉
徴
収
制
度

2
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
事
務

3
退
職
所
得
・
報
酬

・
料
金
の
源
泉
徴

収
事
務
の
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

基
礎
知
識
を
再
確
認
し
た
後
は
、
平
成

日
年
度
の
源
泉
所
得
税
の
改
正
の
あ
ら

ま
し
に
つ
い
て
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
り

や
す
く
解
説
し
て
項
き
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
は
、

・
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
制
度
に
つ
い
て
、
適
用
期
限
が
平

成
羽
年
ロ
月
ま
で
延
長
さ
れ
た
こ
と
。
-

給
与
所
得
者
が
勤
務
先
か
ら
住
宅
所
得
資

金
の
低
利
融
資
な
ど
を
受
け
た
場
合
の
経

済
的
利
益
等
を
非
課
税
と
す
る
課
税
の
特

例
制
度
の
適
用
期
限
が
平
成
同
年
ロ
月
ま

で
2
年
間
延
長
さ
れ
た
と
と
。
-
交
通
用

具
を
使
用
し
て
い
る
給
与
所
得
者
の
通
勤

手
当
の
非
課
税
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ

た
こ
と
。
-
老
年
者
控
除
が
平
成
げ
年
分

か
ら
廃
止
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
こ
と

0

・
配
偶
者
特
別
控
除
の
う
ち
、
配
偶
者
が

控
除
対
象
配
偶
者
に
該
当
す
る
場
合
に
適

用
さ
れ
る
部
分
(
配
偶
者
控
除
と
重
複
し

て
控
除
さ
れ
る
部
分
)
に
つ
い
て
は
、
平

成
時
年
分
以
降
の
所
得
税
か
ら
適
用
が
な

い
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
。
等
々
で
あ
り
ま

す
。

まお問い金正組会氏松副源
し話にて法さみ保 lE原部泉後

ちをわ約 』 れ E険方賀会部壊
伺た 1 にた 『 の、寿長会、
いり時つ年改 仕宮子のの Z

-d、
:z:;; 

保
険
労
務
士
で
あ
り
当
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公
的
年
金
は
、
保
険
料
問
題
・
給
付
水

準
を
は
じ
め

一
元
化
問
題
、
未
納
未
加
入

問
題
等
、
現
在
大
変
関
心
の
あ
る
タ
イ
ム

リ
ー
な
テ

1
マ
で
あ
っ
た
た
め
、
皆
さ
ん

最
後
ま
で
熱
心
に
松
原
氏
の
説
明
を
受
け
、

質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
源
泉
部
会
で
は
、
日
月
に
税
務
署

と
市
役
所
と
の
共
催
で
年
末
調
整
事
務
を

中
心
に
研
修
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

青
年
部
会
・
境
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

『
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
参
加
』

ハ
h
U

月
日
日
、
直
前
ま
で
雨
模
様
の
天

候
で
幾
許
か
の
不
安
を
抱
き
な
が
ら
境
川

ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
作
戦
に
参
加
し
ま
し
た
。

(
青
年
部
会
か
ら
は

9
名
参
加
)

相
模
原
側
と
町
田
側
の

2
ヵ
所
で
同
時

に
開
会
式
が
行
な
わ
れ
、
町
田
会
場
で
は

牧
田
助
役
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

清
掃
エ
リ
ア
は
橋
と
橋
の
間
で
分
け
ら

れ、

参
加
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
達
は
、
小
田
急

線
の
高
架
下
西
側
に
あ
る
下
森
橋
か
ら
幸

延
寺
橋
(
法
人
会
事
務
局
が
在
る
あ
た
り
)

を
担
当
し
ま
し
た
。

雨
に
よ
る
増
水
も
あ
り
、
基
本
的
に
は

遊
歩
道
の
ゴ
ミ
拾
い
を
中
心
と
す
る
つ
も

り
で
し
た
が
、
志

願
者
2
名
が
土
手

に
下
り
河
中
の
作

業
も
行
い
ま
し
た
。
青
年
部
会
の
参
加
者

は
ケ
ガ
も
な
く
、
市
民
活
動
の

一
役
を
担

え
た
充
実
感
を
抱
い
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
・
っ
か
。

ま
た
今
回
か
ら
金
森
方
面
の
自
治
体
の

参
加
を
考
慮
し
、
下
流
方
向
に
清
掃
エ
リ

ア
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
で
川
や
自

然
を
守
る
と
い
う
動
き
が
活
発
化
し
て
き

た
現
れ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
去
年
か
ら
2
度
目
の
参
加
で
す
が
、

環
境
に
対
し
て
の
意
識
が
こ
の
様
な
形
で

高
ま
る
こ
と
は
お
お
い
に
賛
成
で
す
。
こ

う
い
う
取
り
組
み
を
と
お
し
て
、
日
々
に

お
い
て
も
環
境
に
対
し
て
考
え
る
こ
と
を

望
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

雨の中、お疲れ様でした。境川クリーンアップ作戦。

川
沿
い
の
遊
歩
道
は
ゴ
ミ
も
少
な
く
、

日
々
に
お
い
て
近
隣
の
人
達
が
環
境
美
化

に
努
め
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
気

持
ち
の
良
い
人
々
の
営
み
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
半
日
で
し
た
。

(
中
島
良
彰
)
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の

(
株
)
ア
ロ
l
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

矢
沢

し
か
と
爪
立
て

え
の
ぐ
の
皿
に

せ
み
の
か
ら

山
の
蟻

(
株
)
堤
ビ
ル

堤

老
い
を
支
へ
る

ひ
と
日
を
生
き
て

夏
の
帯

さ
く
ら
ん
ぼ

丸
山

鬼t整
中狂言長
1 ，¥ II ~ コ

街や江
のん

浅宅
日草下
傘寺
7じ
り

仕
比
水
自
「
ノ

九
本
口
止

U

照
り
返
す

(
株
)
町
田
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー

主
方

い
よ
子

か
た
つ
む
り

複
雑
な
汗

殻
引
き
寄
せ
て

G
線
の
声

ね
む
り
け
り

(
株
)
マ
ツ
ヤ
マ

闘
病
の

蛍
火
の

母
に
涙
の

さ
さ
や
き
聞
こ
ゆ

武
敏
栄

藤
夫

住血

、、
(
有
)
シ
マ
ノ

蝉
し
ぐ
れ
先
生
偲
ぶ

夏
草
や
野
ぼ
と
け
深
く

捧

土げ
よし吉一
り主翼
覗凸業

き夏主主

桔衣2神

梗蔵
咲
く

玉
江

玉
串
を

や
は
ら
か
な(

株
)
フ
サ
ミ
ボ
ー
リ
ン
グ

中
村

ト
セ
子

茎心
太添そ
のえ

朝
顔
の
鉢

百
合
の
重
さ
に 届

き
を
り

母
偲
ぶ

伺場
かを
ひ得え

て宥

っ
ち
だ

内
田

正
子

就
労
の

万
縁
に

男
夏
制
す

心
の
荷
を
ほ
ど
く

(
株
)
す
ず
か
け
商
事

友
井

好

知

り

振

り

向

く

夏

の

夜

く
れ
て
座
る
道
祖
神

白
井
産
業
(
株
)

白
井

照
子

ほ
こ
ろ
び
始
め

梅
雨
の
暑
さ
よ

庭
ま
ぶ
し

パ
ラ
三
輪

願
か
け
て

富
士
交
通
(
有
)

都
会
の
剃
那

(有
)
高
梨
肉
庖

初 吉
笹 川

咲
き
の
ぼ
る

高
梨

目
を
閉
じ
て

し

風ザ

努Z
31三 上洞4

臼 j語
、Fゴ与し

宮梅
た EB
るロ肩

間

ほ
た
る
狩
り

ほ
お
ず
き
を

台
風
の

夏
椿

遠暁
近の

鮎
跳
ね
る

せ
せ
ら
ぎ
に

傘
さ
し
て

愛
ら
し
く

(
株
)
千
石
屋

二
つ
の
光
り

ふ
く
む
少
女
の

ひ
と予
り報(
ひに空
と IN~ 協
りさ自
のき宗

(
有
)
理
容
ひ
か
る

峰
雲
に
の
り
し

水
の
害
多
く

高
橋

沢
渡
る

に
が
笑
ひ

畔
柳

富
美
子

日
本
地
図

足
の
音眺

姉
逝
き
し

夏
の
雲

(
有
)
細
野
興
産

ひ
と
握
り
の
塩
笹
の
青

蛍
火
ゆ
れ
て
夢

一瞬

モ
リ
マ
チ
ス
ポ
ー
ツ
(
株
)

犬
の
散
歩
や

迎
ヘ
て
く
れ
る

細
野

佐
和
子

森
町

喜
代
子

お梅
公雨
丘、の
1E朝

• 18 

良
子

i 短歌・俳句をお寄せください。ご寄稿には、事務局宛てご一報ください。次回の発行は1月の予定です。 I 
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祉会貢献特別委員会の活動報告

。

同
国
同
国
凶

一
/
¥
…

一
〈
一

道
路
美
化
運
動
継
続
推
進

今
年
も
都
知
事
よ
り

認
定
証
を
交
付
さ
れ
る

私
共
町
田
法
人
会
は
、
平
成
日
年
度
も

『東
京
ふ
れ
あ
い

ロ
l
ド
・

プ

ロ
グ
ラ
ム

i
み
ん
な
で
育
て
る
東
京
の
道
j
』
の
活

動
団
体
と
し
て
都
知
事
よ
り
認
定
証
を
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

乙
れ
は
東
京
都
南
多
摩
東
部
建
設
事
務

所
長
と
の
問
で
締
結
し
た
協
定
書
に
基
づ

き
、
都
道

3
・
4
-
U
号
線
内
の
清
掃
や

植
栽
の
手
入
れ
な
ど
道
路
美
化
を
推
進
し
、

.，:.， s..柏町 、。- ~ . ~僧円相叩叫ば闘

、，~= l: ta1"‘-

a 

2・岡.
・・2・.，情"
鳳..
."'1'相 同刊刷、...ζ3・τ
醐開.uaIUt~.，."，e:1iIll.…e…

I'n_ ~ 向...叫何回，~由 抽刊明...

.~ふれあいロ ドプ白グラA

匂山市叫時

認定延

舟

つ/
¥ 

道
路
利
用
の
モ
ラ
ル
向
上
や
潤
い
の
あ
る

空
間
の
創
出
を
目
的
と
す
る
制
度
で
、
平

成

H
年
度
試
行
、
日
年
度
か
ら
本
格
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
地
区
会

・部
会
の
清
掃
担
当

表
は
次
の
と
お
り
で
す
。
各
地
区
会
・
部

会
の
役
員
の
皆
さ
ん
率
先
し
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

清掃担当予定表平成16年度

森野地区会

中町地区会

旭町地区会

学園・大奇地区会

本町田地区会

金森・高ヶ坂地区会

成瀬第一地区会

成瀬第二地区会

小川・つ くし野地区会

鶴間地区会

鶴川第一地区会

鶴川第二地区会

鶴川第三地区会

忠生・山崎地区会

忠生西地区会

木曽地区会

原町田第一地区会

原町田第二地区会

原町田第一地区会

原町田第二地区会

青年部会

女性部会

相原地区会

小山地区会

盟

問
一向
一向
一向
一利
一間
一向
一間
一問
一間
一利
一間
一利
一均
一世

間
一利
一向
一向
一羽
一世

間

一羽

明
一同
一日
一同
一何
一間
一明
一河川
一間
一日
一同
一同
一明
一一一
一一一
一一一
一四
一四
一情
一叶
一日
一日
一同
一間

-
一2
一
3
一4
一5
一6
一7
一8
一9
一
叩
一
刊
一
世
一
均
一
昨
一
市
一
時
一
行
一
泊
一
叩
一

m一
引
一
位
一
幻
一
μ

写真は成瀬第二地区会の皆さん。
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社
員
の
健
康
に
回
慮
し
て
い
ま
す
か
?

好
評
の
生
活
習
慣
病
健
診
を
1
日
延
長
し
て
実
施

去
る

5
月

日
日
(
火
)
・
ロ
日
(
水
)
-

m日
(
木
)
、
財
団
法
人
全
日
本
労
働
福
祉

協
会
検
診
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、

1

日
人
間
ド
ッ
グ
形
式
に
よ
る
生
活
習
慣
病

(
成
人
病
)
検
診
を
実
施
し
ま
し
た
。

年
々
受
診
者
数
が
増
加
し
た
の
で
今
回

は

1
日
延
長
し
て

3
日
間
に
わ
た
り
行

わ
れ
凶
名
の
方
々
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
健
康
診
断
の
検
査
項
目
は
、
基
本

コ
l
ス
(全
必
項
目
)
・
若
年
者
コ
l
ス
(
全

必
項
目
)
・
総
合
コ

l
ス
(
全
日
項
目
)
の

ほ
か
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
が
あ
り
ま
す
。
費

用
は

一
般
料
金
の
約

3
割
安
で
所
要
時

間
は
平
均

2
時
間
位
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
年
2
回

5
月

・
日
月
に

実
施
す
る
予
定
で
す
。
健
康
管
理
の
た
め
、

定
期
的
に
受
診
し
体
調
の
異
常
は
〈
早
期

発
見
〉
〈
早
期
治
療
〉
に
つ
と
め
た
い
も
の

で
す
。

. .・・...・・
一--~ 

~ι司・
一ー

~~ 

~司『・

-"区、-

III 
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iiII寸~・…・---... .~ ・・
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日
頃
の
疑
問
に
も
対
応

気
軽
に
質
問
で
き
る

簿
記
講
習
会

法
人
会
の
講
習
会
は
、
会
員
企
業
が
現

場
で
活
か
せ
る
テ
ー
マ
を
探
し
な
が
ら
講

習
内
容
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
平
成
時
年

度
の
春
の
講
座
で
は
、
実
務
簿
記
講
習
会

と
パ
ソ
コ
ン
簿
記
講
習
会
、
法
人
税
申
告

書
の
書
き
方
説
明
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
は
じ
め
て
実
務
簿
記
講
習

会
が
参
加
人
員
割
れ
で
中
止
に
な
り
ま
し

町 団 法 人会報 N 0 . 8 3 ・20

た
。パ

ソ
コ
ン
簿
記
講
習
会
の
場
合
、
講
習

の
目
的
が
会
計
ソ
フ
ト
の
使
い
方
な
の
か

簿
記
の
知
識
の
習
得
な
の
か
、
あ
や
ふ
や

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
法
人
会
の

パ
ソ

コ
ン
簿
記
講
習
会
は
簿
記
の
基
礎
知

識
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。



IVi 人

経
理
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
場
合
、
仕
訳

を
入
力
す
れ
ば
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で
集
計
出

来
る
反
面、

誤
っ

た
箇
所
を
見
付
け
に
く

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
誤
っ

た
処
理
を
し
な
い
た
め
の
注
意
点
を
含
め

て
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

講
師
に
は
東
京
税
理
士
会
町
田
支
部
所

属
の
税
理
士
が
担
当
さ
れ
、
日
頃
会
計
処

理
で
迷

っ
た
乙
と
や
疑
問
点
の
質
問
が
気

軽
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

第

8
回
パ
ソ
コ
ン
簿
記
講
習
会

延
べ
参
加
数

6
月

2
日
か
ら

7
月
昨
日

(7
回
)

49 
名

修
了
者
名
簿

(
7
名

大
久
保
実
千
代

野

村

雄

一

大

奇

雄

一

郎

鈴

江

裕

美

子

中

島

孝

鈴

木

貴

子

高

橋

洋

子

敬
称
略
)

大
久
保
電
機

(株
)

カ
ド
ヤ

(株
)

(有
)
亀
屋
水
産

(有
)
寿
興
業

(有
)
チ
ー
ム・

ナ
カ
ジ
マ

(資
)
ハ
ン
ド
|

(有
)
ミ
サ
ト
設
備

-
受
講
者
の
声
・

0
わ
か
り
易
く
参
考
に
な
る
内
容
で
し
た
。
仕
訳

の
入
力
漏
れ
を
起
さ
な
い
た
め
の
チ
ェ

ッ
ク
の

仕
方
と
、
決
算
書
の
数
字
の
意
昧
が
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
(初
回
)

O
ス
ク
リ
ー
ン
が
見
に
く
い
。
(2
回
目
)

O
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

口
l
計
算
書
に
つ
い
て
、
も
っ

と
聞
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
(6
回
目
)

O
色
々
な
事
例
で
説
明
し
て
頂
け
た
の
が
わ
か

り
易
く
面
白
く
感
じ
ま
し
た
。
経
営
分
析
で
、
銀

行
側
の
見
方
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
(最
終
回
)

パソコンを使った簿記講習会の様子。

パソコン簿記・白石先生。

申
告
書
を
自
分
で
作
成
し
て
み
よ
う
!

申
告
書
の
書
き
方
説
明
会
を
開
催

し 法
ま人 5
し税月

セT26 
豆 日
ー 、
の法
書 人
き会
方 事
説務
明 局
会 に
をお
実 い
施 て

8 3 

こ
の
説
明
会
の
目
的
は
、

決
算
書
を
作

成
し
た
会
員
企
業
が
申
告
書
を
自
社

(自

分
)
で
作
成
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
。参

加
さ
れ
る
方
に
は
、

2
回
あ
る
い
は

3
回
参
加
さ
れ
る
方
が
多
く
、

毎
回
参
加

を
心
が
け
て
い
る
会
員
さ
ん
も
い
ら

っ
し

ゃ
い
ま
す
。

O N 報A. 
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取
材
日
記
刀

ω
ユ∞

「
町
田
最
高
峰

草
戸
山
ハ
イ
キ
ン
グ
」

〈
歩
い

て
わ
か
る
新
発
見
〉
も
日
回
目

を
迎
え
、
毎
回
歩
い
て
み
て
初
め
て
知
る

新
発
見
に
感
動
と
驚
き
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
回
の
取
材
は
大
地
沢
か
ら
町
田
で

一
番

高
い
山
草
戸
山
(
抑

m)
へ
の
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
l
ス
で
し
た
。

地
元
相
原
の
田
中
栄
さ
ん
、
青
木
幸
雄

さ
ん
両
ご
夫
妻
の
ご
協
力
を
頂
き
、
ま
ず

は
青
木
邸
に
て
お
茶
を
ご
馳
走
に
な
り
す

っ
か
り
落
ち
着
い
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

重
い
腰
を
上
げ
相
原
の
詩
人
「
八
木
重
吉

記
念
館
」
へ
向
か
い
ま
し
た
。
青
木
さ
ん

が
連
絡
し
て
お
い
て
く
れ
た
の
で
、
甥
の

館
長
で
あ
る
八
木
藤
雄
さ
ん
に
館
内
を
丁

寧
に
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。
重
吉
の
遺

稿
・
詩
集
・手
紙
等
を
ゆ
っ
く
り
見
学
し
、

素
朴
で
や
わ
ら
か
な
詩
に
触
れ
感
動
し
心

が
癒
さ
れ
ま
し
た
。

介」ん々
C長館て舘

『

H
U

士
口重木

ポ
ツ
ポ
ツ
と
降
り
出
し
た
雨
の
中
、
館

長
さ
ん
に
見
送
ら
れ
、
車
が
大
地
沢
の
駐

車
場
に
つ
い
た
頃
に
は
雨
が
だ
い
ぶ
降
っ

て
き
て
、
誰

一
人
動
乙
う
と
し
な
い
と
こ

ろ
へ
「
せ
っ
か
く
来
た
の
だ
か
ら
歩
こ
う

よ
」
の
戸
で
傘
を
片
手
に
木
道
を
歩
き
始

め
ま
し
た
。
6
月
に
は
蛍
が
い
っ
ぱ
い
飛

び
交
う
と
の
乙
と
で
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
の

音
や
名
残
の
紫
陽
花
に
皆
詩
人
に
な

っ
た

感
じ
で
歩
い
て
い
き
ま
し
た
。

日
分
位
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
到
着
。

ロ
ッ
ジ
や
テ
ン
ト
、
野
外
炊
事
場
に
は
若

い
人
達
の
元
気
で
楽
し
そ
う
な
話
し
声
が

• 22 

雨
の
中
響
い
て
い
ま
し
た
。
山
の
中
へ
進

ん
で
い
く
と
境
川
の
源
流
地
で
す
。
清
水

が
湧
き
出
て
い
て
子
を
入
れ
る
と
ひ
ん
や

り
と
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
登
山
口
よ
り
急
な
山
道
で、

雨
の
中
草
戸
山
目
指
し
て
片
手
に
傘
を
持

ち
足
元
を
気
に
し
な
が
ら
し
ば
ら
く
登
っ

て
行
き
ま
し
た
。
草
戸
峠
に
着
く
頃
に
は

雨
も
上
が
り
、
ガ
ス
が
か
か
っ
た
高
尾
山

が
見
え
神
秘
的
で
感
動
的
な
自
然
と
の
出

会
い
は
最
高
の
気
分
で
し
た
。
そ
の
後
少

し
な
だ
ら
か
な

道
を
歩
き
始
め

る
と
、
左
手
に

大
き
な
虹
の
ア

ー
チ
が
「
も
う

す
ぐ
頂
上
で
す

よ
」
と
言
わ
ん

ば
か
り
に
掛
か

っ
て
い
ま
し
た
。

今
ま
で
の
疲
れ

も
吹
っ
飛
ん
で

し
ま
う
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
虹

o . 8 3 N 報A. 
Zコz人法

境川源流の冷たい水。
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虹に見とれてホッと一息。

を
見
て
、
心
が
和
む
瞬
間
で
し
た
。

急
な
登
り
坂
や
段
差
の
き
つ
い
階
段
な

ど
あ
り
ま
し
た
が
、
城
山
湖
が

一
望
で
き

る
草
戸
山
(
松
見
平
休
憩
所
)
に
到
着
。
み

ん
な
雨
と
汗
で
び
し
ょ
び
し
ょ
で
し
た
が
、

と
て
も
す
が
す
が
し
い
顔
を
し
て
い
ま
し

た
。
苦
し
み
を
乗
り
越
え
て
の
素
晴
ら
し

い
景
色
と
の
出
会
い、

感
動
。
今
回
の
ハ

イ
キ
ン
グ
も
本
当
に
歩
い
て
み
て
初
め
て

わ
か
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。(吉

田

栄
)

つらし、上り坂。

町

立看板デザイン変更し取り替え実施
法人会の入会案内のための立看板は、平成9年春に設置し、既に7

年余り が経過したため、汚損・破損等が散見されるようになりました。

このため、 新たに作成し全面的に取替えることになりました。

新しい立看板のサイズは、従来と同じ支柱80センチを含む全長2

メートルの三角型両面表示のシンプルなものです。

この看板は、既に大部分が設置済で20地区会にそれぞれ5本づっ

合計100本配布され近い内に全て設置されることになっています。

今後の会員増強友ぴ法人会の知名度向上に大きな効果があるもの

と期待 しています。
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税
務
署
命

お
知
ら
せ

文
書
回
答
手
続
の
対
象
と
な
る
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た

。
文
書
回
答
手
続
は
、
納
税
者
サ
ー
ビ
ス
の

一

環
と
し
て
、
取
引
等
に
係
る
税
務
上
の
取
扱
い

に
関
す
る
照
会
に
対
し
て
、

一
定
の
要
件
の
下

に
、
文
書
に
よ
り
回
答
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

内
容
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
納
税
者
の
皆

様
の
税
法
の
適
用
等
に
関
す
る
予
測
可
能
性

の
向
上
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

国
税
庁
で
は
、
文
書
回
答
手
続
に
つ
い
て
、

そ
の
対
象
と
な
る
範
囲
を
拡
大
す
る
な
ど
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
文
書
回
答
手
続
の
具

体
的
な
内
容
を
お
知
り
に
な
り
た
い
場
合
は
、

国
税
庁
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
官
喜
一
¥
¥
者
巧
巧
・ロ
S
・
習
を

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

-
文
書
回
答
手
続
の
対
象
範
囲
が
広
が
り

ま
し
た
。

と
れ
ま
で
対
象
外
で
あ
っ
た
「
特
定
の
納
税

者
の
個
別
事
情
に
係
る
取
引
等
に
関
す
る
事

前
照
会
」
に
つ
い
て
も
、

一
定
の
要
件
に
該
当

し
な
い
限
り
、
文
書
回
答
手
続
の
対
象
と
な
り

ま
し
た
。

つ
』
同
業
者
団
体
等
か
ら
の
照
会
に
対
す
る

文
書
回
答
手
続
を
別
途
定
め
ま
し
た
。

傘
下
の
構
成
事
業
者
に
共
通
す
る
取
引
等

に
関
す
る
税
法
上
の

一
般
的
な
取
扱
い
に
つ

い
て
、
同
業
者
団
体
等
(
同

一
の
業
種
・
業
態

の
事
業
者
の
方
で
構
成
さ
れ
る
団
体
)
が
照
会

を
さ
れ
る
場
合
に
、

一
定
の
要
件
の
下
に
、

一

般
的
な
内
容
の
文
書
回
答
を
行
う
と
い
う
手

続
を
定
め
ま
し
た
。

qu
受
付
の
窓
口
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(1
)
照
会
者
が
自
ら
実
際
に
行
う
(
文
は
行

っ
た
)
取
引
等
に
関
し
て
照
会
を
さ
れ
る
場
合

↓
照
会
者
の
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署

(
注
)
次
の
場
合
に
は
、
受
付
窓
l
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
国
税
局
所
管
法
人
が
行
う
照
会
↓
所
轄
国

税
局
の
調
査
審
理
課
(
調
査
管
理
謀
、
調
査
課
)

②
酒
税
の
照
会
↓
製
造
場
等
の
所
轄
税
務
署

文
は
所
轄
国
税
局
の
酒
税
諜

③
間
接
諸
税
(
印
紙
税
を
除
き
ま
す
。
)
の
照

会
↓
製
造
場
等
の
所
轄
国
税
局
の
消
費
税
課

(
2
)
同
業
者
団
体
等
が
、
傘
下
の
構
成
事
業

者
に
共
通
す
る
取
引
等
に
関
し
て
照
会
を
さ

れ
る
場
合
↓
同
業
者
団
体
等
の
主
た
る
事
業

所
を
所
轄
す
る
国
税
局
の
審
理
課
等

4
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

(1
)
文
書
回
答
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
照

会
者
名
、
照
会
内
容
及
び
回
答
内
容
が
公
表
さ

れ
ま
す
。

(
2
)
文
書
回
答
手
続
を
利
用
さ
れ
る
場
合
に

は
、
対
象
と
な
る
照
会
の
範
囲
や
提
出
が
必
要

と
な
る
書
類
な
ど
に
つ
い
て

一
定
の
要
件
が

あ
り
ま
す
。
ご
照
会
の
内
容
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

文
書
回
答
が
行
わ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ど
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

(
国
税
庁
)
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平
成
句
年
度
の
貸
し
出
し
は

2
，7
2
2本

0
0
 

前
年
に
比
べ

1
%の
増
加

東
法
連
研
修
用
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

東
法
連
で
は
、
無
料
で
会
員
に
貸
出
し
て
い

る
研
修
用
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て

平
成
百
年
度
の
貸
し
出
し
状
況
が
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
合
計
本
数
は

2
7
2
2
本
、
前
年
度

4

l

n

o

 

と
比
べ
る
と
川
本
、

7
L
%
増
の
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

現
在
は
、
四
タ
イ
ト
ル
、
全
抑
本
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。

領フ
3ミリ
ス l
ト」

iid 

-
位
・
よ
く
わ
か
る
資
金
繰
り
(
①
j
②
)

資
金
表
の
作
り
方
・
見
方
、
資
金
調
達
方
法

の
選
定
基
準
、
借
り
入
れ
、
リ
ー
ス
の
特
徴
な

ど
を
紹
介
。

2
位
・
会
社
決
算
の
基
礎
知
識
(
①
j
②
)

会
社
決
算
の
意
義
、
仕
組
み
、
手
続
き
等
を

紹
介
。
そ
の
実
務
の
進
め
方
も
解
説
。

3
位
・
よ
く
わ
か
る
会
社
経
理
(
①

i
②
)

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
な
ら
知
っ
て
お
き
た
い
経

理
の
仕
組
み
と
そ
の
業
務
の
流
れ
を
解
説
。

4
位
・
だ
れ
に
も
わ
か
る
簿
記
の
仕
組
み
(
①
i
②

日
商
簿
記
3
級
程
度
の
力
が
つ
く
よ
う
に
、

日
常
仕
訳
か
ら
転
記
、
決
算
時
特
有
の
仕
訳
、

財
務
諸
表
の
作
り
か
た
等
を
や
さ
し
く
説
明
。

5
位
・
法
人
税
の
仕
組
み
と
申
告
実
務
(
①
1
②
)

法
人
税
法
に
お
け
る
「
別
表

4
」
「
別
表

5
」

の
作
成
を
中
心
に
、
申
告
書
の
書
き
方
を
具
体

h
H
Z

』
刀
件
M
見
O

A
H
H
f
b
a位
九
一
一
-
一
同

6
位
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

l
計
算
書
の
作
り

方
(
①

i
②
)

日
本
公
認
会
計
士
協
会
の
実
務
指
針
に
沿

ぃ
、
計
算
書
の
仕
組
み
と
作
り
方
を
解
説
。

7
位
・
よ
く
わ
か
る
税
効
果
会
計
(
①
j
②
)

2
0
0
0
年
3
月
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
る

税
効
果
会
計
の
仕
組
み
ゃ
実
務
を
経
営
者
向

け
に
解
説
。

8
位
・
仕
事
の
原
点

も
う
一
度
、
自
分
の

仕
事
姿
勢
を
振
り
返
る
!
(
①
j
⑤
)

各
界
で
活
躍
す
る
人
の
姿
や
考
え
方
を
映

像
で
紹
介
。
そ
こ
か
ら
も
う
一
度
自
分
の
仕
事

に
対
す
る
姿
勢
を
見
つ
め
直
す
。

8 3 

9
位
・
島
田
紳
助
の
本
番
は
こ
れ
か
ら
や
1

タ
レ
ン
ト
の
島
田
紳
助
さ
ん
が
、
「
紳
助
流

o 

生
き
方
の
極
意
」
を
新
社
会
人
に
語
る
。

N 

叩
位
・
だ
れ
に
も
わ
か
る
手
形
の
実
務

報.6‘ 

"" 

(①

i
②
)
 

人

取
引
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
手
形
の
実
務
を
解

法

説
。
ま
た
、
よ
く
起
こ
る
問
題
点
と
そ
の
対
策

回

を
紹
介

町25・



ト
ピ
ッ
ク
ス

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
紹
介

「
自
分
を
活
か
す
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」

①

1
⑤
巻

①
思
い
を
形
に
す
る

目
指
す
と
こ
ろ
を
見
つ
け
た
人

(
例
)
親
が
子
に
持
っ
て
い
な
い
物
を
身
に

付
け
さ
せ
る
た
め
に
、
学
校
以
外
の
事
を
さ

せ
る
(
ス
ポ
ー
ツ
、
習
い
事
)

②
自
分
な
ら
で
は
の
仕
事
を
生
む

自
分
を
育
て
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

-
自
分
の
特
徴
を
多
く
持
つ

-
ど
ん
な
時
で
も
人
の
せ
い
に
し
な
い

-
貴
方
が
い
る
か
ら
こ
の
仕
事
が
活
き
る

-
自
分
を
知
る
こ
と
、
活
か
す
こ
と

③
自
分
の
領
域
を
拡
げ
る

-
上
手
に
仕
事
と
付
き
合
う
人

④
夢
を
仕
事
に
す
る

-
モ
ザ
イ
ク
会
社

⑤
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
始
め
よ
う

-
人
脈
の
中
の
履
歴

-
節
目
節
目
で
自
分
を
振
り
返
る

ひ
と
つ
ひ
と
つ
自
分
の
会
社
に
重
ね
て
み

る
と
、
従
業
員
教
育
よ
り
経
営
者
自
身
が
勉
強

し
な
け
れ
ば
と
痛
感
し
ま
し
た
。

(宮

和
子
)

①

g
o
E
M
0
0
0講
座

操
作

②
要
。
『
a
M
8
0講
座

よ
り
高
度
な
編
集
機
能

①

g
o
E
の
基
本

③

表

の

作

成

と

自
己
流
で
そ
れ
な
り
に
使
い
こ
な
し
て
い

る
つ
も
り
だ
っ
た
さ
o
E
の
基
本
的
な
技
術
を

あ
ら
た
め
て
確
認
で
き
、
ま
さ
に
"
目
か
ら
ウ

口
コ
“

で
す
。
例
え
ば
、
第
一
巻
で
は
一
度
変

換
し
た
熟
語
を
も
う
一
度
変
換
す
る

"
再
変

換
“
の
や
り
か
た
や
、
第
三
巻
で
は
〈
〈

oa文

章
の
中
に
表
を
作
成
し
た
り
、
今
ま
で
暖
昧
だ

っ
た

"
イ
ン
デ
ン
ト
“

の
基
礎
知
識
な
ど
を

ビ
デ
オ
上
で
実
際
に
操
作
し
な
が
ら
分
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。
〈
〈
O
E
の
初
心
者

か
ら
"
達
人
“
ま
で
、
お
勧
め
の
タ
イ
ト
ル
で

す。快
適
職
場
・
健
康
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ

②
腰
痛
・
肩
こ
り
・
頭
痛

短
い
内
容
で
す
が
、
オ
フ
ィ
ス
や
家
庭
で
で

• 26 

き
る
腰
痛
・
肩
こ
り
の
予
防
や
緩
和
に
効
果
の

3 8 

あ
る
簡
単
な
体
操
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
腰
痛

肩
こ
り
に
悩
ん
で
い
る
会
員
の
方
、
必
見
で
す
。

o N 

試
し
て
い
ま
す
。

か
く
言
う
、
私
も
腰
痛
が
持
病
で
、
早
速
毎
日

報

経
理
・
財
務
・
税
務

「
よ
く
わ
か
る
資
金
繰
り
」

①
資
金
繰
り
の
基
本
(
泊
分
)
・

②
資
金
を
ど
う
調
達
す
る
か
(
四
分
)

「
誰
に
も
わ
か
る
手
形
の
実
務
」

①
基
本
編
振
出
か
ら
支
払
ま
で
(
釦
分
)

②
実
際
繍
取
引
の
実
際
と
不
渡
り
手
形
(
加
分
)

「
よ
く
わ
か
る
会
社
経
理
」

①
日
常
業
務
の
流
れ
(
羽
分
)
・

②
決
算
時
業
務
の
流
れ
(
叩
分
)

aι 

"" 

(
三
橋
)

人法回

A
'
0
3
0
1
 

A
'
0
3
0
2
 

町

A
門

l
n
U
凋
斗

n
U
4
1

A
0
4
0
2
 

A
I
O
R
U
G
-

A
門

n
U
R
d
n
u
n
ζ

「
会
社
決
算
の
基
礎
知
識
」

①
決
算
の
し
く
み
と
手
続
き
(
却
分
)
A
1
0
7
0
1

②
決
算
実
務
の
進
め
方
(
担
分
)
-
-
J
A
t
o
7
0
2

「
よ
く
わ
か
る
税
効
果
会
計
」

①
税
効
果
会
計
の
基
礎
知
識
(
自
分
)
A
1
1
0
1

②
税
効
果
会
計
の
実
際
(
自
分
)
e
j
-
A
h
-
-
0
2

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
l
計
算
書
の
作
り
方
」

①
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
|
計
算
書
の
構
造
(
お
分
)
A
1
1
3
0
1

②
連
結
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
l
計
算
書
の
作
成
(
穿
)
A
'
1
3
0
2

「
法
人
税
の
し
く
み
と
申
告
実
務
」

①
所
得
計
算
の
基
本
(
お
分
)

②
確
定
申
告
書
の
書
き
方
(
お
分
)

A
I
1
6
0
1
 

A
t
1
6
0
2
 



「
だ
れ
に
も
わ
か
る
簿
記
の
仕
組
み
」

①
日
常
の
簿
記
(
加
分
)
j
E
E
-
-
j
a
A
1
1
9
0
1

労
務
・
人
材
教
育

「
自
分
を
活
か
す
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」

①
思
い
を
か
た
ち
に
す
る
(
自
分
)

②
自
分
な
ら
で
は
の
仕
事
を
生
む
(
自
分
)

③
自
分
の
領
域
を
拡
げ
る
(
自
分
)
・
:

④
夢
を
仕
事
に
す
る
(
部
分
)

⑤
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
始
め
よ
う
(
自
分
)

c
'
1
6
0
1
 

c
'
1
6
0
2
 

C
1
6
0
3
 

C
1
6
0
4
 

c
t
1
6
0
5
 

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
l

「
島
田
紳
助
の
本
番
は
こ
れ
か
ら
や
!
」
(
自
分
)
D
'
0
4
0
1

⑤④ ③②①基
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索:事た

:冨ち予
.国:簡砿
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H索 Hクの
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「
こ
れ
だ
け
は
守
り
た
い
!
パ
ソ
コ
ン
マ
ナ

l
入
門
」

①
パ
ソ
コ
ン
マ
ナ
の
基
本
(
自
分
)
H
1
0
6
0
1

②
電
子
メ
l
ル
の
上
手
芯
使
い
方
(
自
分
)
H
'
0
6
0
2

「w
o
r
d
2
0
0
0講
座
」

①
w
o
r
d
の
基
本
操
作
(
印
分
)
・

H
f
1
0
0
1

②
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
の
作
成
(
印
分
)
・

H
I
1
0
0
2

③
表
の
作
成
と
よ
り
高
度
な
編
集
機
能
(
切
さ

H
1
1
0
0
3

④
表
現
力
の
あ
る
文
章
を
作
ろ
う
(
印
分
)
H
'
1
0
0
4

「E
x
c
e
l
2
0
0
0講
座
基
礎
編
」

①
E
x
c
e
l
2
0
0
0を
使
っ
て
み
よ
う
(
印
分
)

H
E
-
-
0
1
 

②
表
計
算
機
能
(
印
分
)
-
a
e
o
-
-
'
H
I
-
-
0
2

③
グ
ラ
フ
機
能
(
印
分
)
a
a
-
-
H
I
-
-
0
3

④
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
機
能
(
印
分
)
・
・
・

H
'
1
1
0
4

④ ③ ② ① E 
マ ピグ表 X
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③②①望
禁腰・ス坦
煙痛 ト職

ーレ場
分肩・ス
煙こ と健
(り・自康
18 ・ 律づ
持頭;神く
じ痛経 P

4ニニJ

18 詞リ
分症 L

f、L

J J J E 
0 0 0  
222  
000  
3 2 1 

「
新
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」

①
大
切
な
心
の
健
康
(
自
分
)
・

4

②
部
下
の
異
変
に
気
づ
い
た
ら
(
但
分
)

l
d
n
U
つ
d
n
U
4
1

l
u

，n
u
q
d
n
u
内
ζ

「V
D
T
・
パ
ソ
コ
ン
作
業
の
疲
労
回
復
法
」

①
ひ
と
り
}
台
時
代
の
健
康
管
理
(
自
分
)
J
1
0
4
0
1

②
テ
ク
ノ
ス
ト
レ
ス
と
心
の
疲
労
回
復
(
四
分
)

，d1
n
U
凋
斗

n
U
門
〆
』

-以下の必要事項をご記入のうえFAXIこてお申込み
ください。

①加入法人会名(町田法人会)

喧担当者名 ⑧送付先住所
⑤電話番号 .FAX番号 ⑥希望ビデオ番号

(タイトル名の後ろにあるビデオ番号をお書きください。)

①資金繰りの基本(30分) ・ Ä'~636ï"":
この部分を記入一一一=孟j

・貸出本数 1固につき5本まで

・貸出期間 2週間

・送 料 無料(返送時につきましてはご負担ください)

②会社名
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同
開
閤
同
凶
園
開
岡
国
回
開
闇

税
制
而
か
ら
の
師
履
か
な
さ
れ
る
!

平
成
十
六
年
度
改
正
に
お
い
て
は
、
中
小
企
業
関
係
税
制
に
つ
い
て
、
同
族
株
式
の
相
続
税
の
課
税
価
格
の
軽
減

特
例
の
拡
充
、
非
上
場
株
式
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
税
率
引
き
下
げ
等
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
事
業

承
継
お
よ
び
ベ
ン
チ
ャ
ー
投
資
に
関
連
す
る
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
て
み
ま
す
。

‘
，
中
小
同
族
株
式
の
相
続
税
の
課
税
価
格
の

a司
軽
減
特
例
の
拡
充

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
「
特
定
事

業
用
資
産
に
つ
い
て
の
相
続
税
の
課

税
価
格
の
計
算
の
特
例
」
の
う
ち
、

中
小
同
族
株
式
の
相
続
税
の
課
税
価

格
の
特
例
の
対
象
と
な
る
中
小
同
族

株
式
等
の
価
額
の
上
限
が

一
O
億
円

(
改
正
前
三
億
円
)
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
同
族
会
社
の
発
行

済
み
株
式
等
の
総
数
の
三
分
の
二
以

内

(
一
O
億
円
を
限
度
)
の
部
分
に

つ
い
て
は
、
そ
の
株
式
の
相
続
税
の

課
税
価
格
が

一
O
%
減
額
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

同
軽
減
特
例
を
受
け
る
に
は
以
下

の
三
つ
の
適
用
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

(
適
用
要
件
)

①
そ
の
同
族
会
社
の
発
行
済
み
株
式

等
の
総
額

(相
続
税
評
価
額
)
が

二
O
億
円
未
満
で
あ
る
こ
と
。

②
同
族
関
係
者
の
持
ち
株
割
合
が
五

O
%超
で
あ
る
こ
と
。

③
被
相
続
人
の
親
族
で
あ
る
相
続
人

が
引
き
続
き
そ
の
同
族
会
社
株
式

を
有
し
、
か
っ
、
役
員
と
し
て
そ

の
会
社
の
経
営
に
従
事
し
て
い
る

こ〉」
。

こ
の
改
正
は
、

平
成
十
六
年

一
月

• 28 N 0 . 8 3 

)1 
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一
日
以
後
の
相
続
ま
た
は
遺
贈
(
相

続
時
精
算
課
税
に
か
か
る
贈
与
を
含

み
ま
す
)
に
よ
り
取
得
す
る
財
産
に

か
か
る
相
続
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

{
参
考
}

「
特
定
事
業
用
資
産
に
つ
い
て
の

相
続
税
の
課
税
価
格
の
計
算
の
特
例
」

の
内
容

こ
の
特
例
に
は
、
以
下
の
三
種
類

が
あ
り
、
納
税
者
の
選
択
適
用
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、

選
択
し
た
特
例
の
適
用
部



分
が
そ
の
特
例
の
上
限
に
満
た
な
い

場
合
、
そ
の
満
た
な
い
割
合
分
ま
で

他
の
特
例
と
の
併
用
が
可
能
で
す
。

①
小
規
模
宅
地
等
に
つ
い
て
の
相
続

税
の
課
税
価
格
の
計
算
の
特
例

次
の
宅
地
等
の
謀
税
価
格
が
減
額

さ
れ
ま
す
。

-
事
業
用
の
宅
地
等

(
事
業
継
続
・
・
四
O

O
ば
ま
で

八
O
%
減
、
そ
の
他
・

・
二
0
0

ば
ま
で
五
O
%
減
)

-
居
住
用
の
宅
地
等

(
居
住
継
続
・
・
二
四
O
ば
ま
で

八
O
%
減
、
そ
の
他
・・

二
0
0

ば
ま
で
五
O
%
減
)

②
取
引
相
場
の
な

い
株
式
等
の
相
続

税
の
課
税
価
格
の
減
額
措
置

-
特
定
の
中
小
同
族
会
社
の
株
式

の
課
税
価
格
を

一
O
%
減

③
森
林
施
業
計
画
区
域
内
の
山
林
の

相
続
税
の
課
税
価
格
の
滅
額
措
置

・
森
林
施
業
計
画
に
基
づ
き
施
業

さ
れ
て
い
る
立
木
ま
た
は
土
地

等
を
五
%
減

。
相
続
し
た
非
上
場
株
式
等
を
発
行
法
人
に
譲
渡

し
た
場
合
の
み
な
し
配
当
課
税
特
例
の
創
設

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
相
続
で
取

得
し
た
非
上
場
株
式
を
相
続
税
納
付

の
た
め
、
そ
の
発
行
会
社
に
譲
渡
し
た

酒田園

資
本
金
等
に

あ
た
る
部
分

留
保
利
益
に

あ
た
る
部
分

場
合
、
留
保
利
益
に
あ
た
る
部
分
に

つ
い
て
み
な
し
配
当
課
税
は
行
わ
れ
ず
、

(
附

凶
凶
州
)

(
阿
国
凶
り

株
式
譲
渡
益

ヘ
申
告
分
離
課
税
J

fm
%

」

み
な
し
配
当

ヘ総
合
課
税
最
高
J

fm
%

」

課
税
さ
れ
な
い

9 

こ
の
改
正
は
、
平
成
十
六
年
四
月
則

一
日
以
後
の
相
続
等
に
よ
り
取
得
し
ー

た
非
上
場
株
式
を
同
日
以
後
に
譲
渡
叩

す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
附

り
ま
し
た
。

乱連

非
上
場
株
式
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の

い

税
率
の
引
き
下
げ

市

こ
の
改
正
は
、
平
成
十
六
年

一
月

一

一
日
以
後
に
行
う
株
式
等
の
譲
渡
に

十

よ
る
所
得
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
こ

肘

と
に
な
り
ま
し
た
。

崎

聞のてっ
訂
Pの女

N 0 . 8 3 

譲
渡
所
得
課
税
の
対
象
と
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

と
の
取
り
扱
い
は
、
相
続
税
の
申

告
期
限
後
三
年
以
内
の
譲
渡
に
限
り

ま
す
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
ベ
ン
チ
ャ

ー
投
資
や
事
業
承
継
に
も
配
慮
し
、

非
上
場
株
式
等
を
譲
渡
し
た
場
合
に

お
け
る
譲
渡
所
得
金
額
に
か
か
る
税

率
が
以
下
の
と
お
り
引
き
下
げ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

f麦

29・

改

ノノ

正

会報

同IJ

人

正

法

改

国町



お知らせ都税事務所

法人事業税の「外形標準課税に関するQ&AJを作成しました
f? C 3 r m O n 

.外形標準課税の概要について

.外形標準課税に関する Q&A

東京都主税局ホームページ

法人事業税については、資本金1億円超の法人

を対象とする外形標準課税が創設され、平成16

年4月1日以降開始事業年度から適用されてい

http://www.tax.metro.tokyo.jp/ 

[参考1
・「地方税法改正分Jr取扱通知」等について

→総務省ホームページhttp://www.soumu.go.jp/

ます。

このたび、東京都主税局では「外形標準課税に

関する Q&AJを作成し 、主税局ホームページに

掲載していますのでどうぞご覧 ください。

TEL: 0462-44-1115 (タイヤルイ ン)

外形担当

八王子都税事務所

または

東京都主税局課税部法人課税指導課法人事業税係

TEし・03-5321-1111 内線 22-258~260 ・ 269

法人事業税係

長
崎
佐
世
保
の
小

6
カ

ッ
タ
ー
ナ
イ

フ
事
件
は
イ
ン

タ
ー
ネ
y

卜
で
の
チ
ャ
ッ

卜
が
殺
意
の
発
端
で
し
た
。
生

身
の
付
き
合
い
が
薄
れ
、
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で

の
無
機
質
な
や
り
と
り
が
誤
解
・
曲
解
を
生
む
。
人
が
面

と
向
か
っ
て
会
話
す
る
、
生
身
で
意
思
疎
通
を
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
す
。

生
身
の
対
話
と
い
え
ば
そ
の
究
極
は
座
禅
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
曹
洞
宗
の
大
本
山
福
井
県
、
永
平
寺
住
職
宮
崎
禅
師

(
胤
歳
)
は

日
歳
か
ら
毎
日
、
病
床
で
も
欠
か
さ
ず
座
禅

を
続
け
て
い
ま
す
。
師
は

「
禅
と
は
、
真
理
を
も
と
め
て
己

と
向
き
合
う
こ
と
」
と
説
き
ま
す
が
他
者
と
の
生
身
の
付

き
合
い
と
同
時
に
、
毎
朝
毎
晩

3
分
で
も

5
分
で
も
良
い

か
ら
自
分
と
生
身
の
付
き
合
い
を
い
つ
も
し
な
さ
い
、
つ

ま
り
座
禅
を
し
な
さ
い
と
仰
い
ま
す
。
腰
か
ら
頭
ま
で
ま
っ

す
ぐ
に
座
れ
ば
こ
こ
ろ
も
ま
っ
す
ぐ
に
な
る
と
。

3
、
5
0
0
社
の
町
田
法
人
会
員
に
働
き
か
け
た
結
果
、

ホ
l
ム
ペ

1
ジ
へ
の
掲
載
申
し
込
み
が
訂
件
、
そ
の
う
ち

自
社
ホ

l
ム
ペ

1
ジ
へ
の
リ
ン
ク
希
望
が

M
件

(
8
月
ロ

日
現
在
)
。

絶
望
的
に
少
な
い
件
数
で
す
が
、
無
機
質
な
通
信
手
段

よ
り

"
生
身
の
つ
き
あ
い
“
を
考
え
る
と
き
、

こ
れ
は
む

し
ろ
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
さ
え
感
じ

て
し
ま
う
昨
今
で
す
。

(三
縞
)

• 30 3 8 O N 

発行人・(社)町田法人会会長八木要 編集人・(社)町団法人会広報委員会

東京都町田市森野1丁目9番20号 第二矢沢ビル4階 TEL:042(726)2453FAX:042(724)5853 

町団法人会ホームページ htlp:llwww.hojinkai-machida.or.jp 

Eメル official@hojinkai-machida.or.jp

東法違・都内法人会の会員専用ページ ユーザー名;tohoren パスワード;0771 

本紙掲載の記事、写真の担断掲載を禁じます。
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法人会会員のみなさまに

経営者大型総合保障制度

努炉長期総合型 L
(大同生命の定期保険 ・AIUの長期情書保険)

〈制度取 扱会社〉

時雲、弘

、，'..，. 約三万
D~/DO 大同生命 'AllY AIU開 制

多摩支社町田宮雛所/ 西東京支盾/八王子市旭町10-3
町田市中町1-1-16C東京建物町田ピル8F) 安嶋中央ピル3F)

TEL 042-722-5756 TEL 0426-44-3151 

0ご加入に標しては.所定のパンフレyト・ご契約のしおりを必ずごらんください.
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意PZ13ヨヲ新発見⑦
E~翠翠亙困

[3kmo3時間]

ここが境川の始まり。

湘南の海まで長い旅力、

続きます。

町田で一番高い

山。標高365mな

ので、一年山とも

呼はれています。

記念館には、詩集や絵画などが保存されており、重

吉の碑「素朴な琴」もあります。EZ置冨E霊冨
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